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2.5

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
（P

C
B

）
及
び
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
を
含
有
す
る
物
質
（
こ
れ
ら
の
特
定
、
表
示
、

こ
ん
包
及
び
除
去
の
作
業
中
は
、
発
熱
す
る
装
置
の
使
用
を
避
け
る
こ
と
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。）

2.6

ク
ロ
ロ
フ
ル
オ
ロ
カ
ー
ボ
ン
（C

F
C
s

）
及
び
ハ
ロ
ン

2.7

2.1
か
ら
2.6
ま
で
に
掲
げ
る
物
質
以
外
の
有
害
物
質
で
あ
っ
て
、
船
舶
の
構
造
の
一
部
で
な
い
も
の

３

締
約
国
に
よ
り
許
可
を
与
え
ら
れ
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
は
、
当
該
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
に
お
い
て
再
資
源

化
さ
れ
た
船
舶
か
ら
除
去
さ
れ
た
全
て
の
有
害
物
質
及
び
廃
棄
物
の
安
全
か
つ
環
境
上
適
正
な
管
理
の
た
め
の
措
置

を
と
り
、
並
び
に
当
該
管
理
を
確
保
す
る
。
廃
棄
物
の
管
理
場
及
び
処
分
場
に
つ
い
て
は
、
物
質
の
一
層
安
全
か
つ

環
境
上
適
正
な
管
理
の
た
め
の
措
置
を
と
る
た
め
、
特
定
す
る
。

４

再
資
源
化
に
係
る
活
動
か
ら
生
ず
る
全
て
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
再
資
源
化
が
可
能
な
物
質
及
び
設
備
と
は
別

個
に
保
管
し
、
表
示
を
行
い
、
労
働
者
、
人
の
健
康
又
は
環
境
に
対
し
て
危
険
を
も
た
ら
さ
な
い
適
当
な
状
態
で
蔵

置
し
、
並
び
に
安
全
か
つ
環
境
上
適
正
な
方
法
で
廃
棄
物
を
処
理
し
、
及
び
処
分
す
る
こ
と
に
つ
い
て
許
可
を
与
え

ら
れ
た
廃
棄
物
取
扱
施
設
に
の
み
移
転
す
る
。

第
二
十
一
規
則

緊
急
事
態
に
係
る
準
備
及
び
対
応

締
約
国
に
よ
り
許
可
を
与
え
ら
れ
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
は
、
緊
急
事
態
に
係
る
準
備
及
び
対
応
に
関
す
る
計
画

を
作
成
し
、
保
持
す
る
。
こ
の
計
画
に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
の
所
在
地
及
び
環
境
を
考
慮
し
て
作
成
す

る
も
の
と
し
、
船
舶
の
再
資
源
化
の
各
作
業
に
関
連
す
る
活
動
の
規
模
及
び
性
質
を
考
慮
に
入
れ
る
。
こ
の
計
画
は
、

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
も
の
と
す
る
。

1.1

緊
急
事
態
に
お
い
て
必
要
な
設
備
及
び
従
う
べ
き
手
順
が
用
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
並
び
に
操
練
を
定
期
的
に
行

う
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

1.2

船
舶
の
再
資
源
化
施
設
に
お
け
る
緊
急
事
態
の
際
に
全
て
の
人
及
び
環
境
を
保
護
す
る
た
め
、
必
要
な
情
報
、

施
設
内
の
連
絡
及
び
調
整
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

1.3

関
係
す
る
権
限
の
あ
る
当
局
、
近
隣
の
住
民
及
び
緊
急
事
態
に
対
応
す
る
部
局
と
の
連
絡
並
び
に
こ
れ
ら
の
当

局
、
住
民
及
び
部
局
に
対
す
る
情
報
提
供
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
。

1.4

応
急
手
当
及
び
医
療
上
の
援
助
、
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
に
お
け
る
消
火
及
び
全
て
の
人
の
避
難
並
び
に
汚
染

防
止
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
。

1.5

船
舶
の
再
資
源
化
施
設
の
全
て
の
労
働
者
に
対
す
る
関
連
情
報
の
提
供
及
び
訓
練
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
。

こ
の
訓
練
（
緊
急
事
態
の
防
止
の
手
順
並
び
に
緊
急
事
態
に
係
る
準
備
及
び
対
応
の
手
順
に
つ
い
て
の
定
期
的
な

訓
練
を
含
む
。）は
、
あ
ら
ゆ
る
地
位
の
労
働
者
に
対
し
て
そ
の
職
務
内
容
に
応
じ
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
二
規
則

労
働
者
の
安
全
及
び
訓
練

１

締
約
国
に
よ
り
許
可
を
与
え
ら
れ
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
は
、
労
働
者
の
安
全
の
た
め
の
措
置
を
と
る
。
当
該

措
置
に
は
、
次
の
こ
と
を
含
め
る
。

1.1

船
舶
の
再
資
源
化
の
全
て
の
作
業
に
必
要
な
個
人
用
保
護
具
及
び
保
護
衣
を
利
用
可
能
と
し
、
及
び
維
持
す
る

こ
と
並
び
に
こ
れ
ら
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

1.2

労
働
者
が
自
ら
に
課
さ
れ
た
船
舶
の
再
資
源
化
の
全
て
の
作
業
を
安
全
に
遂
行
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
訓

練
計
画
の
作
成
を
確
保
す
る
こ
と
。

1.3

船
舶
の
再
資
源
化
施
設
の
全
て
の
労
働
者
が
、
船
舶
の
再
資
源
化
の
作
業
を
遂
行
す
る
に
先
立
ち
、
適
当
な
訓

練
を
受
け
、
及
び
当
該
作
業
に
精
通
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

２

締
約
国
に
よ
り
許
可
を
与
え
ら
れ
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
は
、
個
人
用
保
護
具
の
使
用
を
必
要
と
す
る
作
業
の

た
め
、
個
人
用
保
護
具
を
提
供
し
、
そ
の
使
用
を
確
保
す
る
。
個
人
用
保
護
具
に
は
、
次
の
も
の
を
含
め
る
。

2.1

頭
部
保
護
具

2.2

顔
面
及
び
目
の
保
護
具

2.3

手
足
保
護
具

2.4

呼
吸
用
保
護
具

2.5

聴
覚
保
護
具

2.6

放
射
能
汚
染
防
護
用
保
護
具

2.7

落
下
防
護
用
保
護
具

2.8

適
当
な
衣
類

３

締
約
国
に
よ
り
許
可
を
与
え
ら
れ
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
は
、
労
働
者
に
対
す
る
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
協
力

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
1.2
に
規
定
す
る
訓
練
計
画
は
、
機
関
が
作
成
す
る
指
針
を
考
慮
し
て
、
次
の
全
て
の
要
件
を

満
た
す
も
の
と
す
る
。

3.1

船
舶
の
再
資
源
化
施
設
の
全
て
の
労
働
者
（
契
約
職
員
及
び
被
用
者
を
含
む
。）を
対
象
と
す
る
こ
と
。

3.2

資
格
の
あ
る
者
が
実
施
す
る
こ
と
。

3.3

最
初
の
訓
練
及
び
再
訓
練
を
適
当
な
間
隔
を
置
い
て
実
施
す
る
こ
と
。

3.4

訓
練
に
係
る
自
己
の
理
解
及
び
そ
の
定
着
に
つ
い
て
の
参
加
者
の
評
価
を
含
め
る
こ
と
。

3.5

定
期
的
に
見
直
し
を
行
い
、
及
び
必
要
に
応
じ
て
修
正
す
る
こ
と
。

3.6

書
面
に
よ
り
作
成
す
る
こ
と
。

第
二
十
三
規
則

事
故
、
災
害
、
職
業
上
の
疾
病
及
び
慢
性
の
影
響
に
つ
い
て
の
報
告

１

締
約
国
に
よ
り
許
可
を
与
え
ら
れ
る
船
舶
の
再
資
源
化
施
設
は
、
労
働
者
の
安
全
、
人
の
健
康
及
び
環
境
に
対
し

危
険
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
又
は
も
た
ら
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
、
災
害
、
職
業
上
の
疾
病
又
は
慢
性
の
影
響
に
つ

い
て
権
限
の
あ
る
当
局
に
報
告
す
る
。

２

報
告
に
は
、
事
故
、
災
害
、
職
業
上
の
疾
病
又
は
慢
性
の
影
響
、
そ
の
原
因
、
と
ら
れ
た
対
応
措
置
及
び
当
該
措

置
の
結
果
並
び
に
と
る
べ
き
是
正
措
置
に
つ
い
て
の
説
明
を
含
め
る
。

第
四
章

報
告
の
要
件

第
二
十
四
規
則

最
初
の
通
報
及
び
報
告
の
要
件

１

船
舶
所
有
者
は
、
主
管
庁
が
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
る
検
査
及
び
証
明
の
準
備
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
船
舶
を
再
資
源
化
す
る
意
図
を
適
当
な
時
に
書
面
に
よ
り
主
管
庁
に
通
報
す
る
。

２

船
舶
の
再
資
源
化
施
設
は
、
再
資
源
化
の
た
め
に
船
舶
を
受
け
入
れ
る
準
備
を
行
う
に
当
た
り
、
そ
の
意
図
を
適

当
な
時
に
書
面
に
よ
り
権
限
の
あ
る
当
局
に
通
報
す
る
。
そ
の
通
報
に
は
、
少
な
く
と
も
船
舶
に
関
す
る
次
の
詳
細

事
項
を
含
め
る
。

2.1

船
舶
の
旗
国
の
名
称

2.2

船
舶
が
旗
国
に
登
録
さ
れ
た
日

2.3

船
舶
の
識
別
番
号
（
国
際
海
事
機
関
船
舶
識
別
番
号
）

2.4

船
舶
が
新
た
に
建
造
さ
れ
、
引
き
渡
さ
れ
た
時
の
船
体
番
号

2.5

船
名
及
び
船
舶
の
種
類

2.6

船
籍
港


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